
　名　称

　代表者

　住　所

■　目標値の達成度

R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度 合計
目標値 1,500 1,500 - - - 3,000

通常利用（a) 652 - - - - 652
自主事業(b) 974 - - - - 974
実績値(a)+(b) 1,626 - - - - 1,626

差 126 - - - - 126

■　モニタリングの総合コメント

■　今後の業務改善に向けた考え方

□指標：施設の利用人数

　毎年度、実績値が目標値を上回っていますが、施設の老朽化及び地域の高齢化等に伴い、年々利用者数は減少傾
向にあります。さらに、令和元年度から続く新型コロナ禍への対応のため、感染拡大防止対策のための休館、入場
制限、使用制限等を余儀なくされる事態が発生しています。このような中、令和３年について、前述の様々な制約
下にもかかわらず、目標を達成できたことは、ひとえに指定管理者の努力の賜物であるものと評価できます。

　農村婦人の家の設置目的は、農村婦人の福祉及び資質向上と農村地域社会における婦人の役割を醸成するための
共同利用施設です。
　その管理運営業務の実施状況については、新型コロナウィルス感染症拡大防止対策を実施しながら、施設の設置
目的を達成し、指定管理者制度導入の目的である市民サービスの向上を果たしていました。
　また、業務内容は、条例・規則を遵守し、協定書、仕様書等に定める業務を適正に実施しています。
　自主事業については、農産加工技術員である指定管理者の特色を生かしたみそ加工実習を中心に地区住民との交
流に取り組まれ利用促進に努めました。
　今後も更なる充実を図ることを期待します。

　本年度以降も、本施設の設置目的を推進するため、業務の更なる向上充実を図り、利用者が安心して施設利用、
事業への参加ができる環境づくりを進めることを期待します。
　ソフト面では、自らの創意工夫やノウハウを生かし、みそ加工技術の向上が図れるよう、より一層の努力を求め
ます。
　ハード面では、利用者からの大きなクレームもないことから、指定管理者の努力により良好な水準を維持してい
ると判断します。今後も良好な水準を維持することを求めます。

モニタリングの
実施方針・方法

等

　本施設の管理運営業務の確認にあたり、管理運営状況を事業報告書、実施調
査、指定管理へのヒアリング等により把握しました。その後、指定管理者の選
定に用いた選定基準等に示された項目ごとに、次葉の通り、具体的な業務の実
施状況等についての確認結果をコメントした上で「モニタリングの総合コメン
ト」及び「今後の業務改善に向けた考え方」を記載しました。

担当部課
（問合せ先）

　菊川総合支所建設農林課

　ＴＥＬ　：　０８３－２８７－４００８

　Ｅ－ｍａｉｌ　：kgnourin@city.shimonoseki.yamaguchi.jp

指定管理者

菊川農村婦人の家農産加工技術員

代表　随永　孝子

下関市菊川町大字下岡枝７５９番地２

令和３年度　指定管理者モニタリングレポート

施設名 下関市菊川農村婦人の家

所在地 下関市菊川町大字上岡枝７５９番地２



　指定管理者から提出された財務状況について、実績報告等を分析した結果、特に課題や問題はないと
判断しました。

　明瞭性・規律性（適正な事務や経理）

　利用料金などの収入、施設管理費等の支出について適正に処理され、帳簿も整理保管していました。
施設の利用に関する許可申請書、保守点検等に関する報告書類も整理保管していました。

　安全性（安全管理、緊急時等の対応）

　利用者の安全を確保するための施設の保守点検、修繕等は適切に実施され、また、施設の不具合等の
報告も適宜行われており、事故等も発生しませんでした。また、新型コロナ禍への対応として、行政側
とのスムースな連携の下で、感染拡大防止対策はもちろんのこと、様々な措置・配慮等が十分になされ
た結果、施設内感染などのトラブルもなく、利用者にとって安全安心な管理運営と言えるものでした。

　社会性（環境等への配慮）

　不要箇所の照明の消灯、冷暖房温度の省エネ設定の徹底等について、始業時に周知するなど、創意工
夫をして実施していました。

事業収支

　経済性

　支出について、本施設の老朽化に伴う修繕費や新型コロナウイルス感染症拡大防止対策のための消耗
品費が増加しているものの、収支については、指定管理者の努力により、ほぼ均衡となるレベルでし
た。継続的な管理運営ができる範囲内であると認められます。

団体の経営状態

　経営の健全性

　運営状況については、職員の勤務体制や利用時間を遵守し適切に運営していました。施設の維持管理
についても計画通り実施していました。また、技術員でミーティングを行うなど利用者から出た意見・
要望等についても、迅速かつ前向きに捉え、検討し、その後の改善に役立てていました。

基本的な考え方（施設の性格・目的等との合致、市民の平等な利用の確保、施設の効用発揮）

　合目的性・公平性・効果性

　施設の管理運営は、設置目的に沿った実施方針に基づき適切に運営していました。施設の運用につい
ては、厳しい社会情勢の中、延利用者数が減少の傾向にありますが、利用者への対応については、地域
住民が平等に利用できるよう努力していました。

業務内容

　機能性・独創性（事業への具体的な取組み方）

　例年開催のイベント「みその手作り体験」を実施することで利用促進に努めていました。また、施設
利用の許可等については、苦情・問題は特にない状況でした。

　責任性・実行性（施設の運営体制や組織）



　名　称

　代表者

　住　所

■　目標値の達成度

□指標：施設の利用人数 （単位：人）

R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度
目標値 1,500 1,500 1,500 - -

通常利用（a) 652 775 - - -
自主事業(b) 974 1,048 - - -

実績値(a)+(b) 1,626 1,823 - - -
差 126 323 - - -

■　モニタリングの総合コメント

■　今後の業務改善に向けた考え方

令和４年度　指定管理者モニタリングレポート

施設名 下関市菊川農村婦人の家

所在地 下関市菊川町大字上岡枝７５９番地２

菊川農村婦人の家農産加工技術員

代表　随永　孝子

下関市菊川町大字下岡枝７５９番地２

　菊川総合支所建設農林課

　ＴＥＬ　：　０８３－２８７－４００８

　Ｅ－ｍａｉｌ　：kgnourin@city.shimonoseki.yamaguchi.jp

指定管理者

モニタリングの
実施方針・方法

等

　本施設の管理運営業務の確認に当たっては、管理運営状況を事業報告書、実
地調査、利用者アンケート、指定管理者へのヒアリング等により把握しまし
た。その後、指定管理者の選定に用いた選定基準等に示された項目ごとに、次
葉のとおり、具体的な業務の実施状況等についての確認結果をコメントした上
で、「モニタリングの総合コメント」及び「今後の業務改善に向けた考え方」
を記載しました。

担当部課
（問合せ先）

　毎年度、実績値が目標値を上回っていますが、施設の老朽化及び地域の高齢化等に伴い、利用者数については、過
去から一貫して減少傾向にあり、また、新型コロナウィルス感染症対策として、感染拡大防止のための休館、入場制
限、使用制限等を余儀なくされる状況が発生していました。このような中、令和４年度について、前述の様々な制約
下にもかかわらず、目標を上回り、更には前年度を上回る実績を達成できたことは、ひとえに指定管理者の努力の賜
物であるものと評価できます。

　農村婦人の家の設置目的は、農村婦人の福祉及び資質向上と農村地域社会における婦人の役割を醸成するための共
同利用です。
　その管理運営業務の実施状況については、新型コロナウィルス感染症対策を実施しながら、施設の設置目的を達成
し、指定管理者制度導入の目的である市民サービスの向上を果たしていました。
　また、業務内容は、条例・規則を遵守し、協定書、仕様書等に定める業務を適正に実施しています。
　自主事業については、農産加工技術員である指定管理者の特色を生かしたみそ加工実習を中心に地区住民との交流
に取り組まれ利用促進に努めました。
　今後も更なる充実を図ることを期待します。

　本年度以降も、本施設の設置目的を推進するため、業務の更なる向上充実を図り、利用者が安心して施設利用、事
業への参加ができる環境づくりを進めることを期待します。
　ソフト面では、自らの創意工夫やノウハウを生かし、みそ加工技術の向上が図れるよう、より一層の努力を求めま
す。
　ハード面では、利用者からの大きなクレームもないことから、指定管理者の努力により良好な水準を維持している
と判断します。今後も良好な水準を維持することを求めます。



基本的な考え方（施設の性格・目的等との合致、市民の平等な利用の確保、施設の効用発揮）

　合目的性・公平性・効果性

業務内容

　機能性・独創性（事業への具体的な取組み方）

　責任性・実行性（施設の運営体制や組織）

　明瞭性・規律性（適正な事務や経理）

　安全性（安全管理、緊急時等の対応）

　社会性（環境等への配慮）

事業収支

　経済性

団体の経営状態

　経営の健全性

　施設の管理運営は、設置目的に沿った実施方針に基づき適切に運営していました。施設の運用につい
ては、厳しい社会情勢の中、前指定期間と比較して延利用者数が減少の傾向にありますが、利用者への
対応については、地域住民が平等に利用できるよう努力していました。

　例年開催のイベント「みその手作り体験」を実施することで利用促進に努めていました。また、施設
利用の許可等については、苦情・問題は特にない状況でした。

　運営状況については、職員の勤務体制や利用時間を遵守し適切に運営していました。施設の維持管理
についても計画どおり実施していました。また、技術員でミーティングを行うなど利用者から出た意
見・要望等についても、迅速かつ前向きに捉え、検討し、その後の改善に役立てていました。

　利用料金などの収入、施設管理費等の支出について適正に処理され、帳簿も整理保管されていまし
た。また、施設の利用に関する許可申請書、保守点検等に関する報告書類も整理保管されていました。

　利用者の安全を確保するための施設の保守点検、修繕等は適切に実施されており、施設の不具合等の
報告も適宜行われたため、事故等も発生しませんでした。
　また、新型コロナウィルス感染症対策については、行政側とのスムースな連携の下で、感染拡大防止
対策はもちろんのこと、様々な措置・配慮等が十分になされた結果、感染者発生などのトラブルもな
く、利用者にとって安心安全な管理運営と言えるものでした。

　不要箇所の照明の消灯、冷暖房温度の省エネ設定の徹底等について、始業時に周知するなど、創意工
夫をして実施していました。

　支出について、本施設の老朽化に伴う修繕費や新型コロナウィルス感染症対策のための消耗品費が増
加しているものの、収支については、指定管理者の努力により、ほぼ均衡となるレベルでした。継続的
な管理運営ができる範囲内であると認められます。

　指定管理者から提出された財務状況について、実績報告等を分析した結果、特に課題や問題はないと
判断しました。


